
220 りぶ・らぶ・あにまるず  神戸アニマルケア国際会議 2012

東日本大震災の現場から　どうぶつ達と生きのびるために…
From the Site of the Great East Japan Earthquake, Surviving Together with 

Animals…

石巻市 あべ動物病院 獣医師・阿部  容子
Yoko ABE, Veterinarian, Abe Animal Hospital, Ishinomaki City

○阿部容子先生

　よろしくお願いいたします。只今、御紹介いただき

ました阿部容子です。

　今現在も石巻では仮設住宅で動物たちと一緒に日常

ではない不自由な生活を過ごされている多くの人たち

がおります。その方たちにかわって、まずは、皆さん

に本当にさまざまな御支援をいただいたことを心から

感謝申し上げます。

　それでは、災害時動物たちとともに生き延びるために

ということでお話を進めてまいりたいと思います。院

長の話と重なるところがありますが、３月 11 日 14 時

46 分、マグニチュード 9.0、震度６強の巨大地震とい

うことでしたけれども、私の住む石巻は、三陸沖です

【スライド 1】

【スライド 2】

から、大変地震が多い地域であります。４年前、震度

６強と６弱が１日の間に３回起こったことがありまし

たがそのときには、ほとんど何も倒れることなく、地

盤が固いこともあり、被害はこれといってありません

でした。今回震度６強ということでしたが、３分間の

揺れと、その間縦に揺れ、横に揺れ、とにかくこの世

の終わりなのではないかと思うほどの恐怖を感じたの

を記憶しています。自宅のほうは、食器棚とか、本棚

とか、降ってくるように倒れてしまったという状況で

した。ですから、実際は観測上は６強ですが、その破

壊的なすさまじい揺れというのは、今までに経験した

ことのないもでありました。

　その後、地震だけであれば、何とかそこから復旧し

ていくということはたやすくできたと私は思っており

ます。しかしその後に押し寄せた、先ほどもごらんい

ただいたと思いますが、巨大津波が１波、２波、３波

と押し寄せてきたました。この時計を見ていただくと

わかるのですが、震災後、避難所をヒアリングするた

め多くの学校を回りましたけれども、ほとんどの体育

館の時計がこの３分間弱の間に、時がとまっていたの

がとても印象に残っています。【スライド 2】

　現在の石巻です。南浜町といって沿岸部の住宅密集地

域ですけれども、ここは今もって大潮の時期とか、時

間帯によってはこのように水がすべて上がってくる状

【スライド 3】
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【スライド 4】

況です。このマンションを見ていただくとおわかりにな

ると思いますが、ここは４階のアパートですが、４階

上まで波が来ている。この上のところ、フェンスは取

れませが、中はがらがらの状態であります。これぐら

い波が高かったということなのです。ここは女川町と

いうところです。実際、手前のところは、駐車場でした。

普通の駐車場で、こちらに普通にお店が建っていた場

所なのです。しかし、地盤沈下が激しく、常にここは

海の状態というような生活環境になっております。

【スライド 3-4】

　私は犬のしつけインストラクターをやっております

ので、まずは、地震の際に大切なことは？ということ

ですが、皆さんは、強い地震の際、様子をうかがうため、

戸が開かなくなってしまうためなどと玄関の戸をあけ

るとか、何かしらアクションを起こすと思うのですが、

その際に犬も驚ろきパニックになり、勢いよく外に飛

び出してしまう。このケースが大変多かったのです。

お互い興奮してますので、呼んでも戻らず、そのまま

後は津波が来るのを見ながら、もう逃げるしかなかっ

たという人たちの証言が大変多くありました。

　　猫に関しては、実は地震の直後にタンス、押し入れ

の中それから高いところ、例えば２階に上って行って、

布団の間に隠れてしまうなどのケースが多くありまし

【スライド 5】

た。ですから、前にもお話がありましたけれども、猫

は津波でそのまま流されるか、家屋の中だけが破壊的

になっているところの柱を伝い、上に上に登って、９

日ぶりに自宅に戻ったところ、ずっと家の隅に動かず

猫が生きていた。何を食べて生きていたのだろうと急

いで病院に連れてこられた患者さんもおりました。で

すから、同じ動物なのですけれども、地震の時の動き

というのにそれぞれ大きな差があるということなので

す。

　ただ、その中でも驚いて外に飛び出して、そのまんま

行方不明、お互い離ればなれになって、その後、最長

で６カ月ぶりに再会した飼い主さんと犬がおりました。

このようなとても嬉しい話もその後たくさんありまし

た。が、とにかくどんな時も何より呼んだらすぐ来る、

戻ってもこれるように日ごろから育てていくというこ

とを心がけていただきたいなと思います。例えば、日

常生活の中で、名前を呼んで見てくれたらお利口だね

と言いながら褒めてあげ、お食事のときには、毎回 “ お

いで ” と言って、そしてお食事をあげるとか、飼い主の

ささいな毎日の行いが、実際このような災害になった

ときに役立つのではないかなというふうに思います。

　それから直後、瞬時リードを装着、とにかく逃げな

いように、自分が抱いて逃げるために、リードをまず

つけていただきたいのです。リードの置き場所ですが、

犬を飼われている方、猫ちゃんを飼われている方皆さ

ん、散歩に行くために使うので玄関など、いつも決まっ

た場所に置いてあると思うのですが。サブ的に、お部

屋の中に何カ所かリードを常に用意しておくという準

備が必要なのではないかなというふうに思います。例

えばクレートの上の取っ手のところにリードを結んで

おく、常にクレートで寝かせてあげ、クレートでお留

守番、そういうことをするときには必ずクレートの上

にリードを結んでおくという習慣も必要なのだという

ふうに今回感じました。

　今回は、とてもすさまじい災害でしたけれども、そ

の中できっと神様がくれたことというのは 2 時 46 分

だったという、その時間帯だと思うのです。多分、す

べてライフラインはとまりましたけれども、でも、明

るかったんです。ですから、犬を助ける猫を探すのも、

そのちょっとの時間で多分できたのだと思います。と

ころが、これが夜中でしたら多分もっと多くの方が被

災されて、亡くなられたと思います。真っ暗な中で動

物達もクレートも探すにもそこまでも行くことはでき

なかったでしょう。そういう意味ではこの時間帯とい

うのは、とてもラッキーであり、すざましく悲惨な状
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【スライド 6】

況でしたけど、唯一神様からいただいた命のともしび

を残すための贈り物なのかなというふうに私は考えて

おります。

　あとはクレートに入れることです。必ずクレートに

入れて、夜寝るときとかですね。そのクレートは安全

確保を確実にしていただきたい。例えばクレートをど

こに置いてもいいというのではなくて、書棚から本が

飛んできます。それから食器棚は思いっきり倒れます。

テレビも壁つけとかでなければ飛んできます。すべて

が横に揺れますので、できるだけ壁とソファの間で上

部に何もないところ、とにかく安全確保ということを

まずは日ごろの中からやっていただけたらなというふ

うに、今回の経験で感じております。

　サブリードを結んでおくということ、あとはコミュ

ニケーションを日ごろからしっかりとれる関係である

こと。お座りとか伏せとか待てとかというのは、しつ

けのトレーニングの言葉だというふうに理解されてい

る方が結構多いと思うのですが、決してそうではない

ということです。我が家は。大型犬が１頭いますので、

その子をいざクレートに入れようと思うと、クレートは

リビングのところではなくて隣のお部屋にありますか

ら、そこまで連れていくという間にすべてものが落ち

てくるという危険がありますので、いざというときに

机の下に隠れて、伏せね、待ってねという、日ごろか

らお互いがお互いの体をいたわり合えるようなコミュ

ニケーションのすべとして、このお座り、伏せ、待て

とか、コミュニケーションとして、多く使いながら生

活してもらえたらなというふうに思います。【スライド 5】

　次に津波の際に、大切なこと。とにかく津波は一緒

に走って逃げるしかないのです。本当に逃げるしかな

いのです。それもひたすら早く走ることなのです。そ

ういう意味では短目のリード、短目にして握りとにか

く走る、それからおんぶひもを使う。いろいろ種類は

ありますけれども、実は肩にかけてよくだっこするも

のありますよね、それは、実際患者さん方に聞いたお

話ですが、ボックス型のショルダーに犬を入れ走った

ところ、腰のあたりでボックスが揺れて揺れて大変で、

必死にそこから犬を出してだっこして、そのバックを投

げて逃げたという方がたくさんいたんです。ですから、

フィット感のあるもので、だっこをして逃げる、プラ

ス両手はできるだけフリーということです。ですから、

柴内先生が非常用バックを出されていますが、それは

肩にすべてかけられますので両手がフリーになります。

とにかく何が起こるかわからないので、両手はフリー

にしながら、だっこをして固定をして逃げるというの

が最善の方法だと思います。

　ただ、猫はなかなかだっこをして逃げるとなると、そ

の途中でアクシデントが起こりうることなので、でき

れば猫も日ごろから手持ちのキャリーバック、それも

やわらか目のキャリーバックに入れられるように、日

頃から、生活の中でレッスンをして慣れさせておかれ

るといいのではないかというふうに思います。

　それから体じゅう、どこでもさわれるようにしてお

くことです。実は津波のとき犬を抱っこして走って逃

げた、そしたら慌ててだっこして逃げたので手元の犬

が水の中に落してしまった、足をすくわれて。そのと

きにあっと思って呼んで、犬が泳いで近くに寄ってく

るのだけれど波の力がすごいので、そのまま耳をつか

んで助けた。あとはしっぽをつるし上げて助けたそう

いう方が結構いたのです。しつけ教室のときに体じゅ

う何処でもさわれるようにしておきましょう。やって

てよかったわというクライアントがおりました。なぜな

ら、助け上げたときに犬もびっくりして、お互いが嫌

な思いをする。決してそうじゃないんです。しっぽを

持たれても、耳を持たれても、とにかく飼い主のそば

に行かなきゃという思いというのは動物にもすごくあ

りますので、そういう点では日ごろからお耳とか、しっ

ぽとか身体中を、優しくや少し強めにとか触ることを

しながら、強目にと言ってもそんなに強目ではならな

いですけど、いっぱい体じゅうどこでも触れられるよ

うにしていくということがとても大切なのではないか

なというふうに、今回本当に痛切に感じました。

　あとは日ごろからだっこすることになれておく。日

ごろからちょっとだっこをして、そしておいしい御褒

美をあげて、いい子だねと言いながら常にだっこをし

て、そしてとっさにそれを受け入れられる子にしてお

くということもとても大切であると思います。

【スライド 6】
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【スライド 7】

　助産師さんなのですけど、この方はおんぶひもとい

うのを実際使って、津波のときに、ミルクちゃんだけ

をだっこして逃げたんです。津波には巻き込まれてし

まったのですけども・・・・。そのときの状況を動画で。

( 動画開始 )

　玄関にずっといたら、黒い波が低い位置からだんだん

流れてきて、近所の人はみんな逃げろと騒いで一緒に

なって逃げてしまったんだけれど、そこのほうから１

メートルぐらいの高さでもう２波が来てしまって、そ

こで洗濯機のように２人で黒い水の中をぐるぐる回っ

て、そのまま流されてもうだめかなと、この子と一緒

に死ぬんだったらしようがないかなと、この子だけは

離さないと思いました。それでもうこの子は鼻だけ出

していました。そのまま流されて、近くにあった木に

ぶつかって、そのままそこに 40 分つかってました。そ

の間、何度ももうだめだなというのはありました。本

当に眠くなるような感じで、沈んでいく自分がいまし

た。でも、子供たちのお母さんという声で浮き上がっ

てくるという感じが二、三回ぐらいあって、この子も

一生懸命、上に上にはい上がろうとして、でもこのだっ

こ帯のおかげでこの子は私から離れることはなかった

です。

（動画終了）

　ということです。彼女は実際 40 分後に陸に上げても

らったそうですが、足を骨折していました。そのとき

は全く痛みを感じなかったのだけれども、陸に上がっ

たら足が骨折してて、このミルクちゃんもかた目が白

くなっていたと思うんですけども、ストレスによって

一気に真っ白になったそうです。このおんぶひも、助

産師なので、これは人間の赤ちゃんに使うひもなのだ

けれども、これがいいですよと。抱っこひもの隙間に

はペットシートとか、少量のフードなども入れて逃げ

られますので、ぜひ、フィット感のあるものを選んで

いただけたらなというふうに思います。

　ふろしきだっこというのを、この助産師さんから教

えていただいたんですけども、人間の赤ちゃんもこの

ようにだっこするそうなのです、おんぶひもがないと

きに。実にフィット感があって使い勝手が良い。後で

時間があったらちょっとデモをしたいと思いますので、

ぜひ使われるといいと思います。ふろしきは実際、避

難をするときにぜひ１枚持っていただきたいんです。

同行避難になったときに、動物たちの毛がとても嫌と

いう方が結構多いんです。ですから、ふろしきであれ

ば動物の大きさに合わせて首のところと胴のところを

結んであげると抜け毛の予防にもなります。ふろしき

というのはクレートの上にかけたりとか、それからも

ちろんその後すごく余震があるものですから、地震恐

怖症になってしまうわんちゃんとか猫ちゃんがたくさ

んいるのですが、そのようなどうぶつ達にも、本当に

フィット感があって、胸に包んでだっこしててあげら

れるというのは安心感を持ってもらえると思います。

　このように実際デモをして、写真を麻子先生デモで

撮りましたが、我が家のオマケというわんちゃんなの

ですが、本当に何でもできちゃうのです、両手で。津

波のときとか、避難で逃げるときもそうだと思うので

すが、もしかしたらもう１人助けなきゃいけない、何

かしなきゃいけないと。両手は必ず残しててもらいた

いなというふうに思います。【スライド 7】

　非常時の持ち物として、先ほども申し上げましたと

おり大丈夫だよというバッグを柴内先生が開発されま

したけれども、内容は同じようなものです。ただ、こ

こにふろしきまたは布をちょっと入れてあげることを

忘れないでください。ここで見るとおりですが、大切

なのは常日ごろ使い慣れた物を持っていってほしいと

いうことです。常になれていると言ったら、普通の食

器でしょうということになるのですが、そうじゃない

んです。簡易食器もそうですが、日ごろから月に何回

とか、普通の生活の中で、ちょっと練習とレッスンの

【スライド 8】



224 りぶ・らぶ・あにまるず  神戸アニマルケア国際会議 2012

ためにぜひ使ってもらいたいということなのです。

　　猫もそうですし、犬もそうなのですけど、食器が

変わると全く食べないという子が結構いるのです。被

災地というか、避難所では皆さんが配給されたその器

を動物の器に使っていたということなのですけれども、

実際、こうやってもし事前に準備をしておくことがで

きるのであれば、日ごろからちょっと非常の持ち出し

袋をあけて、そして簡易食器だとか、準備したものを

生活の中の一部としてちょっと使ってみられるという

ことがとても必要かなというふうに思います。いざと

なると、すべて新しいものとなってしまうとそれだけ

で動物は、ストレスを感じてしまいますので、使いな

れたものということがとても大切になってくると思い

ます。

　　それから持っていくのはあれもこれもではなくて、

とりあえず必要最低限というふうに考えられるといい

のではないかなというふうに思います。石巻ではとて

も幸いで、同行避難というのが行われました。動物が

いる方はいる方で、１年１組から例えば３の１から３

の２、そういうふうに決められたお部屋もあれば、そ

れから普通にそれぞれに分けられた中に動物が１頭い

るというふうな分け方をされた避難所などそれぞれい

ろいろでした。石巻では同行避難が行われなかったと

ころは、実際学校で２軒ありました。いいことばかり

ではなく、女川町では逃げるところが高台にある体育

館しかなかったのですが、体育館にみんな入れられた

のですけれども、体育館にはさすがに動物は、入れて

もらえませんでした。その日は雪が深々と降っおりま

したからその寒さのために飼い主は、チワワ２頭なの

ですが、そのこたちを抱っこして一晩外にいて、その

チワワ 2 頭が凍死をしたという悲しい出来事もあった

ようです。そういう意味では、本当にふろしきとか布を、

暖をとるという意味でも、ぜひ持ってていただければ

なと思います。

　　同行避難、これは石巻中学校でしたけど、この子

だけということなんです。震災によりすべての日常を

失ってしまったんです。実はこのお洋服なんかもすべ

て支援物資なんです。その支援物資もお部屋にざばっ

と、本当はやっぱりかけて選べればいいのでしょうけ

れども、どんどん支援物資が入ってきますので、一つ

の教室がぼわっと山ほどあるお洋服でいっぱいです。

そこからみんな選ぶのです。ですから、本当に大変な

労力と人間としての誇りというものを多分失うと思う

のですけれども、そのような中で靴下も左右反対を履

いていたり、靴も支援物資ですから、全く反対の靴を、

【スライド 9】

【スライド 10】

【スライド 11】

【スライド 12】
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【スライド 13】

このひもをつけてお散歩に出るんです。そうすると、

子供たちがみんな出てくるんです。おとなしい猫ちゃ

んなので、お利口と言って本当に避難所自体の心の支

えになったと。動物たちの力って本当にすごいなとい

うのを避難所回りをしてたくさん感じました。

　これは理科室なのですけれども、実際のところ動物

たちと一緒に避難した方というのは、理科室だとか、

それから家庭科室とか、そういうところが私は理想な

のではないかなというふうに感じました。なぜかとい

うと、結構大きな机がありますよね、それぞれグループ、

班で活動するのに。猫なんかも陰に隠れられるんです、

人もそうなのですけど。ですから、ぜひ避難所では、

どうぶつ連れの方たちは、このようなお部屋を提供し

てくださるのであれば、意外とこういう状況がどうぶ

つ達のストレスを軽減する一つの要因になるのではな

いかなというふうに思いました。子供さんたちがとに

かく動物がいると喜んでいるのです、もちろん親御さ

んたちもそうなのですけれども。本当に共に生きると

いうことはこういうことなのだなというのを痛切に感

じました。【スライド 9-13】

　ちょっと避難所のお話です。

( 動画開始）　

    地震から津波までは 40 分ぐらいあったと思うんです

が、何もできないまんま、あっという間に津波が来た

という感じで、高い山にこの子をこのままの状態でだっ

こして、最終的に気がついて手元を見たら、この子の

お散歩用のバッグだけしか持ってなくて、もっといっ

ぱい大事なものをかばんに入れて持ったはずなんです

けど、手にかけてたのはこのバッグ一つで、ｺﾀﾛｳの診

察券とか、おしっこシートとか、リードとか、津波が行っ

た後に気づいたらそれしか持ってなくて、避難所はだ

れでも受け入れてくれるでしょうけれども、ペットは

どうなんだろうということだけが頭にあって、この子

だけ受け入れられなかったらどうしよう、そのことばっ

かり考えて、そのときは私はこの子と一緒に車で過ご

そうとか、何かいろんなことを考えて歩いて避難所に

向かい、避難所の方が、玄関先で何名ですかと主人に

聞いたんです。そのときに主人がうちは６人と１匹で

すって堂々と言ってくれたんです。ごめんなさい。み

んながこの子のことを家族と思っていてくれてるとい

う、６人と１匹ですというその言葉に救われたという

か、うちの家族はやっぱりこの子も家族と思ってくれ

てるんだと。

（動画終了）

　コタロウ君は避難所でとってもアイドルだったそう

【スライド 14】

全く柄の違う靴を履いていたりとか、本当に日常すべ

てを失ってしまった状況なのです。だけど、助けた、

一緒に逃げたこの子だけが日常のすべてということで、

大変心の支えになっていると思います。

　こうしてクレートなども当然必要になってくると思

うのですが、クレートを持って逃げるというのはまず

不可能なわけで、動物愛護団体とかから、支援物資で

入ってきますので、それまでの間、矢本第一中学校の

男性陣はすごいなと思ったのですが、愛知県日本赤十

字社の毛布の支援箱で、クレートを手作りしていまし

た。こんなふうに屋根もつけて、入り口もつけて、閉

じられるようにこうやって、その子とともに生き延び

るためにすごく創意工夫しながら生活をキープしてい

く、こういう温かさが石巻の方たちは本当に多くあり

ました。私たちもこのように人と動物が共に生きる姿

を震災直後に大変多く見ることとなりました。

　これは猫ちゃんです。実はこの子は 19 歳なのだそう

です。19 歳ぐらいになると動きもそんなに激しくはな

いので、どうやって逃げてきたのとお聞きしたら、い

や～だっこしたのさと言って、そのまま着の身着のま

まで猫だけを抱っこして必死に逃げてらした方なので

すけど、こうして避難所の中では、マナーを守ってリー

ドをつけて、リードもこれは本当のひもなんですけど、
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です。南三陸町というところにこの方は住まわれてて、

避難場所は体育館だったのです。何か畳１畳が２人な

んですかね、その割合で家族６人分のエリアをいただ

くそうなんですけど、そこのエリアから隣のおばさん

のところに行こうとすると、ｺｳちゃん違うでしょうと

言うとぴょこぴょこと戻ってきて、そして日ごろお教

室に通われてた方なのですけれども、このようなとこ

ろで本当に役に立つとは思わなかったというお話しも

してくれました。家族の方の理解がなかなか得られな

くて、結構苦労して育てられたんです。そこでお父様

がそんな言葉を言ってくれたのがとてもうれしかった

というふうに話しておりました。ｺｳちゃんも本当にお

利口だったので、避難所のアイドルとしてずっと生活

して、今は仮設住宅で生活しています。

　同行避難に必要なこと、クレートトレーニングです。

絶対クレートトレーニングはなさっててください。お

うちでお留守番のときも、そのまま出していくという

方が結構おられるんです。ですから、そうではなくて、

必ず夜寝るときも、とにかく安全確保、そして安心で快

適で安全なんだよと思えるその空間をしっかりと、飼い

主の責任として提供してもらえたらなというふうに思

います。同行避難のときにも、それからが大変なんです。

避難をして避難所にいたときに、例えば、配給をもら

いに行く、それからあとは当番制になってくるのです、

避難所生活が長丁場になってくると、どうぶつだけを

置いて自分がお仕事をしなきゃいけない、周りめぐっ

ての当番だと。そのときにクレートに入れて布をかけ

ていたら、とってもよかったですという。このことは、

本当に社会の一員として、共に存在するという証だと

思います。

　あとは、トイレトレーニングですが、実はこれは声

かけで排せつできることがとても大切になります。例

えば盲導犬なんかそうなのですけど、ワンツー、ワン

ツーとか、声かけで排せつをするように教えるのです

が、そのように教えてあげられることを望みます。な

ぜかというと、先ほど、院長もお話ししましたが、ヘ

ドロと瓦れきだらけで、お散歩はもちろんのこと外に

出ることは全くできないのです。人も長靴を履いて出

るしかなくって、長靴を履いててもくぎがささったり

とかがありますので、できるだけ室内で声をかけたら

排せつをするというようなトレーニングを常にしてい

かれるといいのではないかなというふうに思います。

　それから何より大切なのが動物の社会性です。社会

化教育というのはとっても大切です。だれとでも仲よ

くできること、だから小さいうちからいろんな環境の

【スライド 16】

中で、そしていろんな経験をさせながら、豊かな犬性

だったり、猫の生活だったりを送らせる努力を飼い主

がぜひしていただけたらなというふうに思います。

【スライド 14】

【スライド 15】

　これは我が家のわんちゃんたちですけれども、避難

所には配給物資などが入ってくる段ボールがたくさん

あます。ですから、段ボールに入って、そこで寝られ

るように、当面。すぐはなかなかクレートの支給はな

いので。こんなふうに、日ごろから遊びの中で段ボー

ルで暖をとれます。そして、こうやっていれば安心で

きますというふうな形で、ちょっと段ボールなどで遊

び感覚から始められてはいかがでしょうかということ

です。

避難所内での他の人たちとのセパレートにも役立ちま

す。【スライド 15】

　事前の準備としては、先ほど院長もお話ししましたの

で、このとおりのことです。ただ、ノミ・ダニに関しては、

意外と避難所で、猫を毛布の中に飼い主さんが入れて、

暖をとりながらという人が結構多かったのです。です

から、そこで例えばノミ・ダニの予防をしていないと、

避難所じゅうに蔓延してしまうということにもなりか

ねないので、どうぶつ達同士で。ですから、当然ノミ・



2272nd Live Love Animals International Conference on Animal Care in Kobe 2012

【スライド 17】

ダニ予防は、日頃からしておくことが必要かと思いま

す。【スライド 16】

　それから、避難所以外で生活するどうぶつ達もおり

ます。その理由というのは、不慣れな環境での生活で

起こるストレスです。吠える、鳴く、咬むなどの問題

行動がある場合、このようなことがあるから、飼い主

自身の気遣いがあって、無理をしながら車中で生活を

強いられることになってしまいます。日ごろから飼い

主の方たちがどうぶつ達の問題行動に対する真摯な気

持ちでの解決法、解決するための努力というのを常に

持つべきではないのかなというふうに、今回もまた痛

切に感じました。【スライド 17】

　仮設住宅の訪問を今、支援としてやっておりますけ

れども、こんなふうに Ann Project のシールをつくって

いただいて、このシールを仮設住宅でどうぶつと共に

生活している世帯の玄関口、ポスト、などに張っても

らいます。そうじゃないと、私は方向音痴もそうなの

ですけど、本当にどこのお宅なのかわからなくなりま

す。同じ建物が同じ列、相当な数が並んでいますので、

ヒアリングをして、そして仮設住宅の支援をオーケー

していただいた方にはこうしてシールをお配りして、

玄関のところに張っていただいています。そうすると、

私がまた尋ねたときに大変入りやすいのです。このよ

うにして定期的に回っております。そして、各仮設住

宅、すごい果てなく多いのですけれども、まだこれか

らヒアリングも続きますけれども、班長さんというの

を決めさせていただいてます。そしてその班長さんが

そこの仮設住宅のどうぶつ達の出入りとか、動物たち

の状態とか、問題などをちょっと把握していただいて、

そして私のところに電話をかけてくれるというふうに、

各仮設住宅に班長さんを設けました。そうすると、こ

のﾎﾟﾝﾀ君のお父様も仕事を失っていますので、じゃあ

お願いしますねと言ったら、任せといてと、やっぱり

何かやることが必要。仮設住宅でも、そして動物とと

もに何かをやれる仕事、そういうことがとても必要に

なってくると感じました。

　ﾎﾟﾝﾀ君ですが、ﾎﾟﾝﾀ君は、仮設住宅の支援を始めた

きっかけになった犬です。吠えて、吠えて困ってしま

い、体育館脇につないで置いて、自分たちは仮設におり、

そして通いながらえさをあげて散歩をしているという

ことで、去勢もしてなかったのでお預かりして、クレー

トトレーニングも病院でトレーニングを行い、そして連

れて帰ったのですけど、そしたらクレートもちゃんと

入れて、じゃあ、こうして生活をしましょうねと。そ

したら、おうちの中で暮らせますねと喜んだのですけ

【スライド 18】

【スライド 19】

【スライド 20】
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ど、次の日、お父様から電話がかかってきまして、ど

うしたのかなと思ったら、いや、先生申しわけないん

だけど、ﾎﾟﾝﾀのクレートを置くと息子２人が寝れない

んだよという話なんです。

　ですから、どうしよう、クレートはお返ししたいと

いうことだったのです、絶対ﾎﾟﾝﾀ君にはクレートが必

要だったのですけど、そこは状況が状況なので、じゃあ、

何か考えようということで考えたのが、ﾎﾟﾝﾀがこうし

ていつもお父様のベッドの下によく隠れてたそうなん

です、寝てたそうなんです。ですから、そこをクレー

トにしてみようかという話をしまして、そしてお父様

が設計して、作ってくださったんです。かぎもちゃん

とつけてね。お留守番のときには、ここに入れて出か

けるようにしましょう。とお約束をしました。ここに

ちゃんとかぎがあるんですけれども、こんなふうにし

て手づくりのクレート、ちょっとﾎﾟﾝﾀ君にしたら狭い

かもしれないんですけれども、そこはお互いともに生

きる家族として、お互い我慢はしなきゃいけないねと

いうことで、今、こんなふうにして生活をしています。

【スライド 18-21】

　ひびき工業団地の彼女は班長ですけど、このように

一緒に仮設内を回ってくださるんです。ですから、す

ごく仮設住宅の方たちの励みにもなっていると思いま

す。暖かくなったら班長会議を今度開こうと思います。

そのときには、仮設で動物と一緒に生活していない方

もぜひ一緒にお誘いをして、班長会議を開きたいなと

いうふうに私は思っています。それぞれに意見を聞き

ながら、じゃあ、お互い妥協点を見つけながら、良い

コミュニティーとして仮設住宅生活が終えられるよう

にと考えています。【スライド 22】

　新しいコミュニティーもこうしてできてくるわけで

す、わんちゃんがいることによって。皆様からいただ

いた御支援で、フェンスなどもこうして各家庭に取り

つけに行っております。それからマナー教室も、仮設

住宅で時間がとれるときにやっております。皆様方か

らたくさんの御支援をいただきましたが、このような

形でどうぶつ達にしっかりと伝わっているということ

です。仮設住宅生活においても、それぞれの時期でそ

れぞれのニーズというのが変わってくるのです。去年

の後半ぐらいからは、津波で必死になって逃げてきて、

首輪に気がついたとき、塩で首のあたりが皮膚炎とい

うのが結構多かったのです。とにかくシャンプーがし

たいということで、私は東北愛犬専門学院で授業をさ

せていただいてますので、学校のトリマー科の先生方

が協力をしてくださり、月１第４日曜日にこうして仮

【スライド 21】

【スライド 22】

【スライド 23】

設住宅のシャンプー巡回を実現し、プロジェクトにも

入れることができました。本当に皆さんの協力のおか

げで、こうして石巻のどうぶつ達が一生懸命生き延び

ています。命を繋いでいます。【スライド 23】

　仮設住宅の生活はこのような形で被災から避難所、

車中、親戚のお宅、などめまぐるしい環境の変化を経

てやがては仮設住宅に移行していくわけですけれども、

どんな状況にあっても、飼い主と一緒にいると安全で

安心で快適で楽しいんだよというような育て方を日ご

ろからなさっていくということがとても大切になると

思います。ですから、上手に褒めながら、教えていく
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【スライド 24】

【スライド 25】

【スライド 26】

【スライド 27】

陽性強化法というのは、災害時にもお互いの思いやり、

お互いがお互いの体をいたわり合うとか、わんちゃん

にとっても猫ちゃんにとっても安心だよというふうな

気持ちになってもらえる信頼を育てる大切な教えの方

法であると思います。このように育ったどうぶつ達は、

ストレスの軽減と、それから新しいコミュニティーの

中でどうぶつ達とはぐれてしまった人、どうぶつ達を

今まで家族の一員として迎え入れなかった人たちが、

どうぶつ達に癒されるという形になってくるのではな

いかなというふうに思います。【スライド 24-26】

　それから日常を取り戻し、コミュニティーの担い手と

なる、新しいお友達関係がどうぶつ達を通して避難所

でも広がっておりました。そういう意味では、本当に

どうぶつ達の存在というのはともに生きるのだけれど

も、かけがえのない存在なんだよということです。先

ほどの写真でシャンプーした G.R なのですけど、仮設

を回ったころはこんな感じで、塩水を浴びて本当にやっ

と逃げてきたので汚れています。それでも体をふいて

あげたんだよと。泡のシャンプーなども支援しており

ましたので頑張っていたのですが、さすがにやっぱり

きれいになりますよね。シャンプーというのは。私た

ちもおふろに入るということはとても気持ちのいいこ

とですけど、ほらこんな気持ちのいいお顔で、こうし

て写真を撮らせていただきました。【スライド 27】

　それでは最後になりますけれども。

（動画開始）　

   うちにいたんです。本当にいよいよ何か様子がおかし

いぞと思ってたら、もう大きな津波が来て、御近所さ

んが流れる中、おうちがぶつかったり、ぶつかられたり、

水にみんな流れて、持ってたリードもとにかく離して

しまって、みんながばらばらに投げ出されたんですけ

ども、私は流れてきた建材のくぎにささって、ちょっ

とひっかかった感じで瓦れきのところから余り遠くに

離れないで済んだんです。お父さんのほうが先にはい

上がってきて、抜いてくれて、引っ張ってもらって、

流れ着いた先がたまたまホテルさんのところで、そこ

に避難させてもらって、ﾏﾙのことはほとんどだめかな

と思ったんです。

　一夜明かして、夜が明けて、外に出た人が、何か黒

い犬でリードついたままの犬がいる。ﾏﾙちゃんじゃな

いのと言われて、ええと思って見に行ったところ、やっ

ぱりﾏﾙだったんです。もうどろどろ状態で。会ったとき

はうれしかったです、本当に。無傷だったんでね。食

べるものもないときですから、えさももちろんないし、

いろんなものを拾って、汚れてない、食べれそうなも
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のを３人で分けて。

袋があいてなければね……。

ポテトチップみたいなやつ。

サトウのごはんが……。

そうだね。

あいてないのがね。

  サトウのごはんを無理やりあけて、あっためないで食

べさせて。避難所でいたにしても、私たちの場合でも

お世話になるというときに、しつけがきちんとできて

いるか否かでは、やっぱり周りへの気遣いだとか、あ

とは周りからの反応だとかというのにも大きな影響が

あると思うんです。本当にしつけだけはきちんとお互

いのためにしておくべきだというのは痛感しました。

【スライド 28-30】

（動画終了）

　ということで、どんなときでもですけれども、本当に

しつけが大切だということです。どうぶつ達の社会化、

私はいつもお教室でクライアントの方にお話をするの

ですけれども、何よりもどうぶつ、犬の幸せというのは、

だれからも愛されるどうぶつ犬に育てることなんだよ

というふうにお伝えします。ひとりよがりで自分で好

きな犬種を選ぶところから始まって、そして自己満足

で絶対育てないようにねということをいつも伝えてい

るのです。それから大切なのは、互いの信頼関係とコ

ミュニケーションです。互いに互いの体をいたわり合

えるような、そんな関係を育てていこう、育てていき

ましょうねというお話もします。ですから、今回の災

害時において、日常でももちろん大切なのですけれど

も、特にこういうときだからこそ、このように動物の

しつけをしていたことがとても役に立ったよというお

話をたくさん聞けたことが、私にとってはとても嬉し

いことでした。【スライド 31】

　家族の一員から社会の一員として育てていくことが

とても大切なのではないかなというふうに今回の災害

で痛感いたしました。飼い主の皆さんもいざ避難所に

【スライド 28】

【スライド 29】

【スライド 30】

【スライド 31】
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【スライド 32】

は行ったけど、入れてもらえなかったとか、だめだっ

たとか、そういうことではなく、まずは飼い主自身が

やれることをしっかりとやった上で、そして同行避難

ができるというような確信のもとで、大切に大切にど

うぶつ達と時間を過ごしてもらえたらなというふうに

思います。

　ﾎﾟﾝﾀ君が仮設住宅支援の一番初めの子だったのです

けど、今回のように共に生きるということですが、ま

だまだ石巻はともに生き延びるという、本当に現在進

行形の状況の中です。ですから、そういう意味では、

これからも長丁場ではありますけれども、支援をして

いきたいなというふうに思っています。

　ﾎﾟﾝﾀ君からですが、御清聴ありがとうございました。

生きていることに感謝。どうもありがとうございまし

た。

○藤田座長

　どうもありがとうございました、先生。

　より具体的なお話で、皆さん参考というか、飼い主

として参考になられた点が多かったんじゃないかとい

うふうに思います。逆に、先生、しつけができてなく

てトラブルのようなことも同行避難の場合は起こって

いるんですか。

○阿部容子先生

　そうですね、やっぱりほえるとか、そういうので周

りの方がうるさいということで、外でつないでえさだ

けをやりに行くという状況なんかもありました。

○藤田座長

　わかりました。何となく自分も飼い主として身につ

まされるお話だったなというふうに思いました。

　先ほど、阿部院長もお話されていたんですけども、実

は石巻の今の活動はある意味最先端の活動であります

し、２人のお話をお伺いしていると、社会の成熟度と

いうか、犬のしつけの問題も含めてだと思うんですけ

ども、ふだんの社会の成熟度というのがこういうとき

に本当に試されるんだなというのが、すごく生々しく

具体的にわかるお話だったのではないかなと思います。

　阿部先生がおっしゃられていましたが、被災という

意味では、16 年前にこの神戸という町は大きな震災に

遭っています。神戸の動物愛護の団体の方々とか、獣

医師の方々のアドバイスが、今回石巻でも生かされた

そうです。

   私も、今回は気仙沼に取材に行きましたが、被災地に

入っていくと、すごく人々がペットを探している方に

本当にたくさん会ったなと思います。まだ、かなり危

険な状態でも、犬を探しに被災地に入っているという

方々の姿を見まして、犬というものの存在、被災地で

の動物たちと人間とのかかわり合いというのが、重要

になってきているのかなと思いました。

　そうした意味で、先輩でもあり、ある意味、先端を行っ

てるのが神戸だと思うんです。

　次には、神戸で動物管理センターの人で獣医師を務

めてらっしゃいます湯木麻里先生に、じゃあ神戸の町

で今、どんな問題が起きているのかというお話をお伺

いできればなと思います。どうぞよろしくお願いいた

します。


